
富士チャンピオンレースシリーズ　KYOJO CUP / FCR-VITA 第１戦  
2024 年５月 10 日（金）〜５月 12 日（日）　富士スピードウェイ（静岡県）

５月 10 日（金）
天候：晴れ　路面／ドライ

大激戦の KYOJO CUP が開幕
第１戦は８位で終え課題も見つかる

■ PRACTICE　専有走行

　2024 年も、富下李央菜を擁し女性だけの
レース『KYOJO CUP』に臨む KTMS。その
緒戦が５月 11 日（土）〜 11 日（日）、富士
スピードウェイで迎えた。
　今シーズンの KYOJO CUP は、女性のモー
タースポーツ参画の関心の高まりもあり、非

常に多くの台数が参加した。その数なんと
28 台。競争が激化するのはもちろんだが、
その中で速さをみせれば、富下にとっても将
来のチャンスに繋がってくる。５月 10 日（金）
に行われたスポーツ走行から、週末に向けた
習熟を進めていった。

■ FCR-VITA　FCR-VITA　予選／決勝

　５月 11 日（土）は、KYOJO CUP と同じ
VITA-01 を使いながら、男性ドライバーも含
めて戦う FCR-VITA の予選、決勝が行われた。
富下は午前８時から行われた公式予選に出走
すると１分 59 秒 544 を記録し、10 番手に
つけてみせた。クルマのフィーリングは悪い

ものではなかったが、「アタックをし始める
のが遅かった」と富下は悔しがった。
　 続 く FCR-VITA の レ ー ス は 出 走 す る こ と
ができなかったが、その後行われた KYOJO 
CUP の練習では、スタートの感触をつかむ
ことができた。

５月 11 日（土）
天候：晴れ　路面／ドライ



■ KYOJO CUP QUALIFY　決勝レース
５月 12 日（日）

天候：曇り　路面／ドライ

■ DRIVERS  VOICE　ドライバーコメント

FCR の予選から、クルマの印象は理想に近い動きをしていました。ただアタックをしはじめる
タイミングが遅かったり、スリップストリームを使う位置などを決めてアタックすれば良かっ
たです。ただ KYOJO の予選ではスリップを使ってタイムを出そうと思ったのに、前の人が減
速したりでうまくまとまりませんでした。決勝では序盤の２〜３周が遅いので、そこで前とす
ぐに離れてしまうのが課題ですね。走りにくさはないけれど『速い！』 とならない感じです。
セットも走り方ももっと試していかないといけないと思いました。

富下 李央菜　RIONA TOMISHITA

　公式予選終了から２時間 30 分ほどのイン
ターバルで迎えた第１戦の決勝レース。この
日はトヨタ自動車豊田章男会長も会場を訪
れ、富下を激励。刺激を受けレースに臨むこ
とになった。
　雲が多く、ストレートで追い風のコンディ
ションのもとフォーメーションラップを経て
迎えたスタート。富下はややホイールスピン

があった影響で序盤の競
り合いのなか、ひとつポ
ジションを落として８番
手につけていくが、序盤
からグングンと飛ばす上
位陣の前に、なかなか食
らいついていくことがで
きずにいた。
　２周を終える頃になる
と、６番手を先頭とした
争いが激化。富下はこの
集団のなかで接近戦を展
開していく。序盤は激し

いスリップストリームの使い合いとなってい
たが、４周を過ぎるころにはややギャップが
広がっていくことになった。
　富下はその後、７番手の #761 岩岡万梨恵
選手からは少しずつ離される展開となり、12
周を終えチェッカーを受けると、７番手から
2.428 秒差の８位でフィニッシュすることに
なった。その後方とは大きなギャップもあり、

中盤戦以降は単独走行のままレースを終える
ことになった。
　レース中も富下にとっては特に走りにくさ
を感じているわけでもないが、トップグルー
プに追いつくためにはもうひとつ上のスピー
ドが欲しいところ。
　ドライビングスタイルやセットアップな
ど、まだまだ KTMS と富下が取り組むべき課
題は多い。次戦は７月 19 日（金）〜 21 日（日）
に全日本スーパーフォーミュラ選手権と併催
で行われる。多くの関係者、ファンが見守る
一戦に向け、さらなる努力を続けていく。

■ KYOJO CUP QUALIFY　公式予選

　レースウイークの最終日となった５月 12
日（日）は、KYOJO CUP 第１戦の公式予選、
決勝レースが行われた。午前８時からの公式
予選では、早いタイミングで１分 59 秒 935
を記録したが、決して富下が臨んだタイミン
グではなかった。

　富士スピードウェイでは、スリップスト
リームをうまく使えばタイムが伸びるが、か
といって速いドライバーのうしろにつけなけ
れば、タイムロスすることもある。難しさを
感じさせる予選となった。決勝レースは、７
番手から戦うことになった。

５月 12 日（日）
天候：曇り　路面／ドライ



■ FCR-VITA / KYOJO CUP  2024 Round.1 RESULT　リザルト


